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8月 14日、夏の風物詩として親しまれている
ふるさと花火大会が今年も開催。
山村広場グラウンドから打ち上げられた花火が、
夏の夜空を彩りました。
出店が並んだ役場駐車場には、多くの人々が集
まり活気に溢れていました。

https://www.town.minamioguni.lg.jp/pr/


楽しく学ぶ人権　「人権なつのおたのしみ会 」

紙版画で賞をいただきました！！

はじめての「おはなし会」

　　７月３１日、「人権なつのおたのしみ会」が小国町隣保館で開催さ
れました。小国郷の人権擁護委員が中心となり、人権学習の一環とし
て毎年夏休みに開催しています。
　南小国町からは、子どもデイサービスに通っている１２名の小学生
やそのお友達をはじめ、南中生・地域ボランティアなどたくさんの
方々が参加されました。人権擁護委員による人権紙芝居「ぼくのきも
ち きみのきもち」や、牛乳パックや折り紙を使った工作、南小国町在
住の「きよら亭うどん」さんによる落語等を通して、楽しみながら人
権について学びました。
　すべての人にとって大切な人権が尊重される社会を作るために、人
権擁護委員は様々な取り組みを行っています。

　阿蘇郡市中北部絵画展で市原小学校の吉田亜美さんが「こんにちは、
カタツムリさん！」で、佐藤結さんが「クロールでおよげるようになっ
たよ！」で特選を受賞されました。さらにお二人は同作品で第３４回日
専連くまもと児童版画コンクールに選ばれ、吉田さんは日専連ファイナ
ンス賞を、佐藤さんは銀賞を受賞されました。続く第３４回日専連全国
児童版画コンクールでは、吉田さんが青年会長賞を受賞され、全国４位
に選ばれました。
　作品は、学校生活で印象に残ったことが題材になっており、授業の限
られた時間の中で、表現したい形を切り取り、紙の配置を工夫して完成
させたそうです。お二人は作品について「あじさいのところを頑張りま
した」「友達の応援している姿が難しかったです」と話してくれまし
た。お二人とも受賞おめでとうございます。 ▲左から吉田亜美さん、佐藤結さん

　８月１９日、初めての「おはなし会」がきよらホールで開
かれました。おはなし会では、本の読み聞かせボランティア
の皆さんが３つのグループに分かれて読み聞かせをしてくだ
さいました。今回は、子どもデイサービスの子どもたちや保
護者の方々が参加され、おすすめの絵本や紙芝居を子どもも
大人も静かに聞き、楽しく過ごしました。  
　小学校司書の佐藤裕美さんは「この会をきっかけに子どもた
ちが本に興味を持ち、読書率が上がることで学力向上や心の
成長につながればうれしいです。」と話してくださいました。
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「南小国町特別支援連携協議会」は、発達障がいを含む全ての障がいのある幼児・児童・生徒を

はじめ、困りを有する全ての子どもたちに適切な指導や支援を提供することを主な目的として、こ
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の輪～」を発行してきました。 

今回特別支援教育について、保護者の方だけでなく南小国町全体で更なる理解が深まることを願

い、南小国町広報誌「広報きよら」で発信していくことにしました。 

特特別別支支援援教教育育にに対対ししててどどんんななイイメメーージジををおお持持ちちでですすかか？？  
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り」のある子どもたちが、将来、仕事についたり、生活
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を目的としています。 

障がいや困りがある子どもたちについては、その能力

や可能性を最大限に伸ばし、自立し社会参加するために

必要な力を培うため、一人一人の障がいや困りの状態な

どに応じた、きめ細かな教育（支援）を行う必要があり

ます。そのきめ細やかな教育（支援）が特別支援教育で

す。 

特別支援教育の考え方では、今何ができないかという現状ばかりに目がいくのではなく、「この

子はいったいどこでつまずいているのだろう」「どんな苦手なこと（得意なこと）があるのだろう

か」ということを見つけることを大事にしています。そのためには保育園や幼稚園、学校の先生だ

けが気をつけるのではなく、保護者（家庭）も一緒になって、お互いに情報を共有しながら考えて

いくことが必要です。 

目の前の子どもがどこでつまずいているのかということよりも、書

けない、読めない、計算できないということだけが前面に出てしま

い、心配される方が多いと思います。しかしその要因をしっかりと捉

えて、どんな力を伸ばしていくのか、どんな支援を行っていくのか、

みんなで相談しながら考えていくことが大切です。 

今後いろいろな視点から特別支援教育について発信していこうと考

えていますので、よろしくお願いします。（楠田） 
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3
広報きよら 2025.9広報きよら 2025.9



吹奏楽コンクール 南中吹奏楽部！　頑張りました！ 南九州大会

　７月２４日（木）熊本県立劇場コンサ－トホ－ルにおきま
して、「第７０回九州吹奏楽コンク－ル熊本支部予選」「第
２１回南九州小編成吹奏楽コンテスト熊本支部予選」が開催
され、南小国中学校吹奏楽部が、中学生Ｂパ－トに出場しま
した。演奏曲名・指揮者・演奏者は、次のようになります。

【南小国中学校吹奏楽部の演奏曲名】
　課題曲「Ｄ（輝ける夏の日へ）」作曲者　八木澤 教司
　自由曲「蒼き海と船乗り」　　　作曲者　広瀬 勇人　　　出版社　ブレーン

【南小国中学校吹奏楽部の指揮者・コ－チ及び演奏者】
　指揮者 池上　諒 コ－チ 村上 美華・佐藤 祐志
　演奏者 椎名 陽色 木村 心愛 河津 優香 日隈 愛萌里

井 陽由 太田 初音 河津 和花奈 宅野 颯花
本田 結花 村上 洋太 室原 美咲 秋吉 凜花
佐藤 心菜 武田 夏奈 鞭馬 悠人 鎗水 晴生

　「プログラム９番　南小国中学校」のアナウンスで紹介されると、指揮者と演奏者が心を一つ
にした凜々しさに自信と意気込みを感じさせられました。
　見入っていた自分は、「これまでの他校の演奏とは違う」「これは金賞間違いない！」ととっ
さに感じたほどでした。
　まず、課題曲の演奏です。流れるような演奏に強弱のメリハリ、純粋な音色にスピ－ド感あ
ふれる曲のテンポ。素人の自分ですら、他校の演奏との違いと上手さを感じさせられました。
　次は、自由曲の「蒼き海と船乗り」の演奏です。（下記：曲の説明）

　この作品は、軍の港と造船業で発展した佐世保の街にちなんで、蒼く美しい海と、海に乗り出す
船乗りたちを描いています。曲の冒頭、オ－シャンドラムと鍵盤打楽器による穏やかな波の上でア
ルト・サクソフォン（或いはクラリネット）とフル－トのソロがからみあい、静かな美しい海の情
景を表現しています。その後、徐々に音楽が厚みを増し、中音楽器のユニゾンやティンパニのソロ
が力強く海へと漕ぎ出す荒くれ者の船乗りを表します。
　その後、テンポが速くなり、荒れた天気と大きくうねる波に耐えながら船乗りが必死に航海を続
け、中間部で一旦海が穏やかになるものの、再び荒れた厳しい航海を経て、最終的には目的の地に
辿りついた達成感と喜びの中、華やかに曲が幕を閉じます。

　この曲の情景が、目に浮かぶような演奏に涙が出るほど感動しました。
　演奏の審査は、予想通り「金賞！」。そして、この金賞受賞校だけが選出された、南九州小編
成吹奏楽コンテストの選考会に進むことになりました。
　選考会の日は、７月３０日。この日は、朝の 5 時から学校で練習をして県立劇場に向けて出
発したと聞いています。選考会の結果は、南九州小編成吹奏楽コンテストへの出場決定！すば
らしい演奏が、宮崎市で聴けることになりました。
　８月１１日、宮崎市での南九州小編成吹奏楽コンク－ルが開催され、南中吹奏楽部はまたま
た見事「金賞！」。すばらしい結果を残すことになりました。そして、優秀な演奏をした奏者に
贈られる「きらめき賞」に木村心愛さん（アルトサックス奏者）が選ばれました。吹奏楽部の
皆さん！おめでとうございます！

　　　　　　翔けろ！町の担い手『きよらっ子』（29）　　文責：岩切
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南小国町の子どもたちの学力の状況 ＰＡＲＴ５
〈令和７年度 全国学力・学習状況調査の結果から〉
令和７年４月１７日、県下一斉に「全国学力・学習状況調査」が実施さ

れ、７月２２日に調査結果が届きました。この調査は、小学６年生と中学
３年生を対象に行われ、本年度は国語と算数・数学と理科の３教科で実施
されました。調査結果は、下の表のようになりますが、南小国町は、阿蘇
管内・熊本県・全国の数値を上回り、子どもたちが学習に頑張っているこ
とや先生方が熱心に指導をされていること、保護者の皆様がしっかりと支
援されていることが分かります。数値は次の通りです。

〈南小国町・阿蘇管内・熊本県・全国の正答率の比較〉
国 語 算 数

南小国町 ７３．０ 管内・県・全国比較 南小国町 ６３．０ 管内・県・全国比較
阿蘇管内 ６６．７ ＋６．３ 阿蘇管内 ５７．３ ＋５．７
熊本県 ６６．０ ＋７．０ 熊本県 ５５．０ ＋８．０

小 全 国 ６６．８ ＋６．２ 全 国 ５８．０ ＋５．０
学 理 科 ３教科の正答率が、阿蘇管内・
校 南小国町 ６７．０ 管内・県・全国比較 県・全国より高い数値（＋５以

阿蘇管内 ５９．２ ＋７．８ 上）になっています。児童と先
熊本県 ５７．０ ＋10．０ 生の日々の授業の積み重ねの成
全 国 ５７．１ ＋９．９ 果だと言えます！

国 語 数 学
南小国町 ６１．０ 管内・県・全国比較 南小国町 ４７．０ 管内・県・全国比較
阿蘇管内 ５４．３ ＋６．７ 阿蘇管内 ４４．４ ＋２．６
熊本県 ５３．０ ＋８．０ 熊本県 ４４．０ ＋３．０

中 全 国 ５４．３ ＋６．７ 全 国 ４８．３ －１．３
学 理 科 国語・理科は、阿蘇管内・県・
校 南小国町 ５０９ 管内・県・全国比較 全国より高い数値（＋５以上）

阿蘇管内 ４９４ ＋１５ となっていますが、数学が全国
熊本県 ４９７ ＋１２ 平均正答率に達していません。
全 国 ５０３ ＋ ６ 今後の数学の強化が必要です！

中学校理科は、パソコンでの解答のため、５００を基準としています

［今回の全国学力・学習状況調査の質問紙から見える全国の問題点］
（１）家庭での学習時間の不足

平日に学校の授業以外で勉強する時間について、１日で「１時間以上」
と答えたのは、小学生で５４．３％、中学生で６１．７％といずれも減少
傾向にある。２１年度と比べると、それぞれ8.5ポイント、１４．１ポイ
ント下がっている。平日に学校の授業以外で勉強を「全くしない」「３０
分より少ない」と答えた児童生徒は、２割弱に上り、深刻な問題である。

（２）「読書を全くしない生徒」中３で４割超に！
平日に学校の授業以外で読書を１日あたり「３０分以上する」と答えた

小学生は、３１．３％、中学生は、２１．４％であった。２１年度からそ
れぞれ６．３ポイント、７．５ポイント低かった。中学３年生では「全く
読書をしない」が４割を超えた。
※各教科の正答率と組み合わせて分析すると、読書時間が長い児童生徒ほ
ど、正答率が高い傾向が見られている。
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し
た
。

ま
た
、
優
れ
た
奏
者
に
贈
ら
れ
る
「
き
ら

め
き
賞
」
に
木
村
心
愛
さ
ん
（
三
年　

ア

ル
ト
サ
ッ
ク
ス
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

日
頃
か
ら
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
い

て
い
る
町
な
ら
び
に
地
域
の
皆
様
に
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

八
月
二
十
六
日
か
ら
第
二
ス
テ
ー
ジ
が

始
ま
り
ま
し
た
。
第
二
ス
テ
ー
ジ
も
校
内

外
で
の
活
動
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
文
責
）
校
長
　
前
田
博
治

（
文
責
）
校
長
　
前
田
博
治

南
中
か
ら
の
風

南
中
か
ら
の
風

輝
き
輝
き
とと

潤
い
潤
い

運
動
会

　

令
和
七
年
度
の
市
原
小
学
校
運
動
会
を

九
月
二
十
日（
土
）
に
開
催
し
ま
す
。（
雨

天
順
延
）

　

当
日
は
午
前
中
開
催
で
、
ど
な
た
で
も

観
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
地
域
の
方
々
に
参

加
い
た
だ
け
る
種
目
や
市
原
音
頭
な
ど
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

多
く
の
地
域
住
民
の
皆
様
方
に
参
加
い
た

だ
き
、
子
ど
も
た
ち
に
声
援
を
送
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

基
礎
学
力
向
上
へ

　

本
年
度
か
ら
朝
の
会
の
一
部
を
使
い
、

毎
週
火
曜
日
に
国
語
（
主
に
漢
字
）、
水

曜
日
に
算
数
（
主
に
計
算
）
の
基
礎
学
力

向
上
へ
の
取
組
を
始
め
ま
し
た
。

　

熊
本
県
に
は
「
熊
本
の
学
び
推
進
プ
ラ

ン
」
と
い
う
教
育
プ
ラ
ン
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
中
に
、　
「
次
代
を
創
造
し
、
よ
り
よ
く

変
革
す
る
力
を
子
ど
も
た
ち
に
身
に
付
け

さ
せ
る
た
め
に
は
、『
学
び
の
主
体
』
と
し

て
、『
学
び
の
主
人
公
』
と
し
て
子
ど
も
た

ち
を
育
て
る
こ
と
が
重
要
」
と
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
推
進
プ
ラ
ン
を
具
現
化
す
る
た
め

に
は
日
々
の
授
業
が
と
て
も
重
要
に
な
り
、

そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
支
え
る

基
礎
学
力
（
い
わ
ゆ
る
読
み
書
き
計
算
）

は
な
く
て
は
な
ら
な
い
力
で
す
。

　

本
校
で
は
、
こ
の
基
礎
学
力
向
上
を
通

じ
て
「
分
か
っ

た
、
で
き
た
」

を
児
童
に
感
じ

て
も
ら
え
る
よ

う
、
職
員
が
一

丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
ま

す
。

（
文
責
）
校
長　

井
上　

哲

（
文
責
）
校
長　

井
上　

哲

南
小
国
町
立
市
原
小
学
校

南
小
国
町
立
市
原
小
学
校

発　

見

発　

見

7/7（月）６年生
「劇団　影法師」

ワークショップ

7/11（金）４年生
「里山自然体験」

ごんべえ村

担任以外の職員も協
力して児童の学習を
見守っています。

広報きよら 2025.9広報きよら 2025.9
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第
二
回
学
校
運
営
協
議
会

　

七
月
十
七
日
に
第
二
回
学
校
運
営
協
議

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
学
校
運
営
協
議
会

制
度
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）
は
、

学
校
運
営
に
地
域
の
声
を
積
極
的
に
生
か

し
、
学
校
と
地
域
住
民
等
が
力
を
合
わ
せ

て
、「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」
を
め

ざ
す
仕
組
み
で
す
。
今
回
の
協
議
会
で
は
、

夏
休
み
ま
で
の
学
校
の
取
組
や
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
な
ど
に
つ
い

て
、
学
校
か
ら
説
明
し
、
委
員
の
方
か
ら

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
九

月
に
行
わ
れ
る
中
原
校
区
運
動
会
で
校
区

の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
も
ら
う
種
目
に
つ

い
て
、
今
年
も
六
年
生
が
提
案
し
、
承
認

を
受
け
ま
し
た
。
最
後
に
、
委
員
の
皆
さ

ん
に
子
ど
も
た
ち
の
授
業
を
参
観
し
て
い

た
だ
き
、
協
議
会
を
終
え
ま
し
た
。

体
験
か
ら
学
ぶ

　

七
月
に
、
六
年
生
を
対
象
と
し
た
建
設

業
体
験
、
四
年
生
を
対
象
と
し
た
里
山
体

験
が
町
の
ご
支
援
の
も
と
実
施
さ
れ
ま
し

た
。五
月
に
は
万
博
研
修
の
体
験
も
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動

を
通
じ
、
五
感
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
本

年
度
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
具
体
的
な
実
体
験
か
ら
、
新
た

な
発
見
を
し
、
感
動
し
た
り
、
驚
い
た
り

し
な
が
ら
、「
な
ぜ
、
ど
う
し
て
」
と
考

え
を
深
め
る
中
で
、実
際
の
生
活
や
社
会
、

自
然
の
在
り
方
な
ど
を
学
ん
で
い
く
と
思

い
ま
す
。
南
小
国
町
の
教
育
は
、
本
当
に

体
験
活
動
が
充
実
し
て
お
り
、
よ
り
豊
か

な
子
ど
も
の
育
成
に
つ
な
が
る
と
改
め
て

実
感
す
る
次
第
で
す
。

中
原
小
よ
り

中
原
小
よ
り

　　
  

ぎ
ん
な
ん

ぎ
ん
な
ん

（
文
責
）
校
長
　
増
永
善
久

（
文
責
）
校
長
　
増
永
善
久

　

本
校
職
員
で
、
３
・
４
年
生
学
級
の
担

任
、
本
田
龍
磨
教
諭
の
結
婚
を
全
校
児
童

で
お
祝
い
し
ま
し
た
。
体
育
館
で
給
食
を

い
っ
し
ょ
に
食
べ
な
が
ら
の
披
露
宴
で
し

た
。
牛
乳
で
乾
杯
し
て
、
み
ん
な
で
お
二

人
の
門
出
を
祝
福
し
ま
し
た
。

　

本
人
に
は
も
ち
ろ
ん
、
低
学
年
の
児
童

に
も
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
極
秘
で
、
６
年

生
が
中
心
と
な
り
、
担
当
教
諭
と
と
も
に

作
戦
会
議
や
準
備
を
重
ね
、
手
作
り
の
企

画
運
営
を
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

当
日
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
企
画
に
、
本
田
教

諭
も
驚
き
を
隠
せ
な
い
様
子
で
し
た
が
、

照
れ
く
さ
そ
う
に
も
喜
ん
で
い
た
だ
け
た

も
の
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
結
婚
披
露
宴
で
は
定
番
の
「
ウ

エ
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
キ
入
刀
」
の
儀
式
が
あ

り
ま
す
が
、
代
わ
り
に
「
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ス

イ
カ
入
刀
」を
行
っ
た
り
、全
校
児
童
で「
野

に
咲
く
花
の
よ
う
に
」
の
歌
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
た
り
、
音
楽
で
学
習
し
た
「
合
奏
」

を
披
露
し
た
り
し
て
、
和
や
か
な
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
プ
ロ
ポ
ー
ズ
の
言
葉
は
何
で
す
か
？
」

と
か
「
相
手
の
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
好
き
で

す
か
？
」
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
質

問
に
も
、
正
直
に
答
え
て
く
れ
る
新
郎
新

婦
で
し
た
。

　

と
て
も
お
似
合
い
の
お
二
人
で
す
。
お

二
人
の
末
永
い
お
幸
せ
を
み
ん
な
で
応
援

し
て
い
ま
す
。

⬆ＱＲコードから
本校のホームペー
ジにアクセスできま
す。子どもたちの
学校生活の様子が
ご覧いただけます。

本
田
龍
磨
先
生
＆
梢
恵
さ
ん
、

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

里山体験より里山体験より

建設業体験より建設業体験より

スイカ入刀！スイカ入刀！全員で記念写真！全員で記念写真！

牛乳で乾杯！牛乳で乾杯！ 新郎新婦入場！新郎新婦入場！
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陶
芸
製
品
販
売
会

　

７
月
９
日（
水
）に
道
の
駅
小
国
ゆ
う
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
２
階
で
、
中
学
部
陶
芸
製

品
販
売
会
を
行
い
ま
し
た
。生
徒
た
ち
は
、

今
回
の
販
売
会
に
む
け
て
７
種
、
約
77
点

の
製
品
を
作
業
学
習
で
製
作
し
ま
し
た
。

１
～
３
年
生
ま
で
の
中
学
部
生
徒
８
人
に

よ
る
対
面
で
の
販
売
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
日
の
た
め
に
、
作
業
製
品
作
り
だ
け
で

は
な
く
、
ポ
ス
タ
ー
（
チ
ラ
シ
）
作
り
も

行
い
、
た
く
さ
ん
の
お
客
様
に
来
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、

会
場
近
く
で
Ｐ

Ｒ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

学
校
関
係
者
や

保
護
者
を
は
じ

め
、
小
国
郷
の

方
々
、
観
光
で

小
国
町
を
訪
れ

た
方
々
な
ど
、

多
く
の
お
客
様

に
ご
来
店
い
た

だ
き
、
完
売
す

る
製
品
も
出
る
ほ
ど
の
盛
り
上
が
り
で
し

た
。

　

今
回
の
販
売
会
で
生
徒
は
、
笑
顔
で
お

客
様
に
接
す

る
こ
と
や
、

間
違
わ
ず
に

会
計
す
る
こ

と
、
お
客
様

へ
の
適
切
な

言
葉
掛
け

等
、
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
働
く
こ
と
の
喜
び
を
知
る

大
変
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
ご
来

店
い
た
だ
い
た
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し

た
。
ま
た
、

ご
協
力
を
い

た
だ
い
た

道
の
駅
ゆ
う

ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
皆
様
に

は
、
本
当
に

感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

あ
か
る
く　

な
か
よ
く　

た
く
ま
し
く　

～
輝
く
仲
間
づ
く
り
～

小
国
支
援
学
校

小
国
支
援
学
校  

だ
よ
り

だ
よ
り

大
阪
・
関
西
万
博
で
地
域
の
魅
力
を
発
信

　

３
年
生
６
名
が
、
７
月
31
日（
木
）に

大
阪
関
西
万
博
で
行
わ
れ
た
「
高
校
生

M
IRAI

万
博
」
で
総
合
的
な
探
究
の
時
間

の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
内
容
は
、
地

域
の
自
然
や
文
化
、
人
の
魅
力
を
詰
め
込

ん
だ
「O

GU
N

I-GO

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

つ
い
て
。
地
元
の
方
々
と
協
力
し
な
が
ら

カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
を
作
り
上
げ
た
取
り
組

み
が
高
く
評
価
さ
れ
、
全
国
３
６
４
チ
ー

ム
の
中
か
ら
20
チ
ー
ム
が
選
出
さ
れ
る
、

優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち

は
、
大
舞
台
で
の
発
表
を
通
し
て
自
信
を

深
め
、
地
域
や
仲
間
と
の
つ
な
が
り
の
大

切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

１
学
年
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　

７
月
22
日（
火
）～
24
日（
木
）（
吹
奏
楽
部

員
は
28
～
30
日
）
に
、
本
校
１
年
生
の
生

徒
が
小
国
郷
内
の
様
々
な
事
業
所
の
協
力

を
い
た
だ
き
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
い

ま
し
た
。
役
場
や
病
院
、保
育
園
、旅
館
等
、

生
徒
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
進
路
を
見
据
え

て
選
ん
だ
事
業
所
で
、
生
徒
た
ち
は
学
校

で
は
経
験
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な

体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
期
間

中
、
本
校
職
員
が
巡
回
を
行
い
ま
し
た
が
、

学
校
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
生
徒
た
ち

の
一
面
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
が
終
了
し
た
翌
日
は
、
生
徒
た
ち
は

各
事
業
所
へ
お
礼
状

を
書
く
た
め
に
登
校

し
ま
し
た
。
一
人
ひ
と

り
が
こ
の
３
日
間
で
学

ん
だ
こ
と
等
を
振
り

返
り
、
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
な
が
ら
お

礼
状
を
書
き
ま
し
た
。

今
回
お
世
話
に
な
っ
た

方
々
へ
の
感
謝
を
忘
れ

ず
、
自
分
が
経
験
し

た
こ
と
や
学
ん
だ
こ
と
を
２
学
期
か
ら
の

学
校
生
活
に
生
か
し
て
ほ
し
い
で
す
。

※
万
博
で
の
発
表
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
写
真
は
、
学
校
Ｈ
Ｐ
で
も
紹
介
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、発
表
動
画
は
上
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

高校生MIRAI万博での発表直後

発表の様子。 
本校発表は、 
1時間9分経過 
あたりからです。

（全1時間24分程度）
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菊
池
恵
楓
園
で
学
ぶ

　

南
小
国
町
で
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
つ

い
て
の
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
、
差
別

や
偏
見
を
な
く
す
た
め
の
機
会
と
し
て
、
国

立
療
養
所
菊
池
恵
楓
園
訪
問
（
本
町
の
小
学

校
５
年
生
を

対
象
に
し
た

も
の
と
、
中

学
校
３
年
生

と
一
般
町
民

を
対
象
に
し

た
も
の
）
を

実
施
し
て
い

ま
す
。
本
年

度
か
ら
は
、

資
料
館
見
学

に
加
え
て
園

内
見
学
が
再

開
さ
れ
、
よ

り
体
感
を
と

も
な
っ
た
学
習
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
７
月
10
日
の
菊
池
恵
楓
園
訪
問

後
に
５
年
生
が
書
い
た
感
想
文
を
紹
介
し
ま

す
。

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

恵
楓
園
訪
問
で
学
ん
だ
こ
と

　
　
市
原
小
学
校
　
上
野
　
葵

　
私
は
、
恵
楓
園
を
訪
問
し
て
、
患
者
の
方

が
、
差
別
を
受
け
た
苦
し
み
や
悲
し
み
を
、

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
は

園
内
に
閉
じ
込
め
ら
れ
、
逃
げ
出
し
た
人
は

監
禁
室
に
入
れ
ら
れ
自
由
の
な
い
生
活
を
送

る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
回
復
さ
れ
た

方
々
も
ど
れ
だ
け
苦
し
い
思
い
を
し
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
病
気
が
完
治
し
た
後
も
、
後
遺

症
が
体
に
残
っ
た
こ
と
で
差
別
さ
れ
た
こ
と

も
、
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
す
。

　
園
内
の
ビ
デ
オ
で
患
者
さ
ん
の
話
を
聞
き

ま
し
た
。
病
気
に
な
り
、
ご
自
分
も
辛
い
は

ず
な
の
に
、世
の
中
の
全
て
の
人
た
ち
が「
よ

り
よ
い
未
来
」
を
迎
え
る
た
め
に
、
積
極
的

に
行
動
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
り
感
動
し
ま

し
た
。

　
私
に
出
来
る
こ
と
は
自
分
が
差
別
を
し
な

い
こ
と
、
友
達
が
辛
い
思
い
を
し
て
い
た
時

に
そ
っ
と
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
で
す
。
ま

ず
、私
が
そ
の
よ
う
な
行
動
を
取
る
こ
と
で
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
全
体
が「
よ
り
よ
い
未
来
」

に
な
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

菊
池
恵
楓
園
に
行
っ
て

　
　
り
ん
ど
う
ヶ
丘
小
学
校
　
井
　
誉
耀

　
僕
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
学
習
を
し
て
、
ハ

ン
セ
ン
病
は
、
ら
い
菌
に
よ
る
病
気
だ
と
い

う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
し
て
ハ
ン
セ
ン

病
に
よ
り
手
足
が
変
形
す
る
症
状
が
出
た
ら

車
い
す
を
使
っ
た
り
、
義
足
な
ど
を
は
め
て

い
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
食
事
の
と
き

に
、
手
に
は
め
る
ス
プ
ー
ン
や
フ
ォ
ー
ク
も

展
示
し
て
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ハ
ン
セ

ン
病
の
患
者
さ
ん
の
目
の
見
え
方
を
経
験
し

て
、
大
変
な
思
い
を
さ
れ
て
い
た
ん
だ
な
と

思
い
ま
し
た
。ま
た
監
禁
室
に
入
っ
て
、思
っ

た
以
上
に
せ
ま
く
て
、
本
当
に
ろ
う
屋
み
た

い
で
し
た
。
僕
だ
っ
た
ら
耐
え
ら
れ
な
い
と

思
い
ま
し
た
。
今
回
、
僕
は
菊
池
恵
楓
園
に

行
っ
て
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
方
々
は
、
差

別
や
偏
見
を
受
け
て
、
大
変
な
思
い
を
さ
れ

た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
ハ
ン
セ

ン
病
は
自
分
に
は
関
係
な
い
と
思
わ
ず
に
、

今
回
の
学
習
を
生
か
し
て
、
自
分
の
周
り
で

差
別
や
偏
見
が
あ
れ
ば
な
く
し
て
い
き
た
い

で
す
。

菊
池
恵
楓
園
で
学
ん
だ
こ
と

　
　
中
原
小
学
校
　
河
津
　
陸

　
僕
は
、
菊
池
恵
楓
園
に
行
き
、
ハ
ン
セ
ン

病
に
つ
い
て
学
び
、
患
者
さ
ん
の
思
い
に
つ

い
て
考
え
ま
し
た
。

　
ハ
ン
セ
ン
病
も
水
俣
病
と
似
て
い
る
と
思

い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
は
感
染

力
が
弱
い
の
に
、
と
て
も
恐
ろ
し
い
病
気
だ

と
見
ら
れ
て
、
大
き
な
差
別
を
受
け
て
い
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
国
は
無
ら
い
県

運
動
と
い
う
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
さ
ん
を
療

養
所
に
入
れ
る
活
動
を
行
い
、
患
者
さ
ん
を

追
い
込
ん
で
い
ま
し
た
。
一
九
四
三
年
に
プ

ロ
ミ
ン
の
効
果
が
知
ら
れ
て
、
療
養
所
に
届

き
、
ハ
ン
セ
ン
病
が
治
る
病
気
に
な
り
ま
し

た
。
だ
か
ら
、
僕
が
患
者
だ
っ
た
ら
プ
ロ
ミ

ン
が
出
て
、泣
く
ほ
ど
嬉
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
ハ
ン
セ
ン
病
が
治
る
病
気
に

な
っ
た
後
も
隔
離
が
続
い
た
こ
と
も
お
か
し

い
と
思
い
ま
し
た
。

　
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
さ
ん
た
ち
が
僕
た
ち
に

ハ
ン
セ
ン
病
の
こ
と
や
、
差
別
や
偏
見
の
お

か
し
さ
を
伝
え
て
く
れ
た
の
で
、
こ
の
こ
と

を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
相
手
の
立
場
を
考

え
て
、差
別
や
偏
見
を
な
く
し
て
い
き
ま
す
。

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

　

５
年
生
は
、
菊
池
恵
楓
園
を
訪
問
し
、
現

地
で
の
実
体
験
を
と
お
し
て
、
ハ
ン
セ
ン
病

に
関
す
る
正
し
い
認
識
や
自
分
の
考
え
を
持

つ
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

　

次
は
、
９
月
に
、
南
小
国
中
学
校
３
年
生

と
一
般
の
方
の
菊
池
恵
楓
園
訪
問
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
見
学
後
に
は
中
学
校
３
年
生
の

感
想
文
を
紹
介
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
井
芹
）

    
ひ
ろ
げ
よ
う　

き
よ
ら
の
郷
に　

人
権
の
輪

  
人
権
教
育
啓
発
シ
リ
ー
ズ 

256

お問い合わせ先
南 小 国 町
人 権 教 育
推進協議会
☎0967-42-0047

園内の一部に残る「隔離の壁」に
手をあてる児童 
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新
刊
図
書
紹
介

　

８
月
は
、
町
の
図
書
室
に
16
冊
の
新
刊
図
書
が
入
り
ま
し
た
。

　

紹
介
致
し
ま
す
。

〈
新
刊
図
書
〉

①
ジ
ブ
リ
の
食
卓　

千
と
千
尋
の
神
隠
し      

②
つ
か
め
！
理
科
ダ
マ
ン　

６        

③
は
じ
め
て
の
子
ど
も
パ
ン
教
室

　

ひ
と
り
で
焼
け
た
よ
！

④
ぬ
ま
の
１
０
０
か
い
だ
て
の
い
え

⑤
や
な
せ
た
か
し
と
お
と
う
と
も
の
が
た
り

⑥
私
が
子
ど
も
だ
っ
た
頃
、

　

親
に
か
け
て
ほ
し
か
っ
た
言
葉

⑦
つ
る
の
の
恩
返
し

⑧
正
し
く
疑
う

　

新
時
代
の
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー

⑨
節
約
・
貯
蓄
・
投
資
の
前
に

　

今
さ
ら
聞
け
な
い
お
金
の
超
基
本

⑩
負
動
産
地
獄　

そ
の
相
場
は
重
荷
で
す    

⑪
オ
ー
リ
エ
ラ
ン
ト
の
魔
道
師
た
ち

⑫
君
は
冥
土
様
。
８　

    

⑬
か
わ
い
そ
う
だ
ね
？

⑭
蹴
り
た
い
背
中

⑮
８
番
出
口 

小
説

⑯
蛍
た
ち
の
祈
り

〈
川
柳
〉

甲
子
園
敗
者
の
涙
美
し
い　
　
　
　
　
　
　

牛
島　

世
雪

〈
俳
句
〉

清
ら
風
燕
飛
び
交
う
今
朝
の
道　
　
　
　
　

法　
　
　

水

冷
房
を
つ
け
て
重
ね
着
す
る
昼
寝　
　
　
　

佐
藤　

浪
子

山
並
の
緑
重
な
る
阿
蘇
涼
し　
　
　
　
　
　

北
里　

典
子

炎え
ん
ち
ゅ
う

昼
や
一
歩
遅
れ
の
路
線
バ
ス　
　
　
　
　

松
嶋　

五
月

虫
の
音
は
七
十
デ
シ
ベ
ル
人
待
つ
日　
　
　

北
里
里
恵
子

夕
虹
の
集
落
結
ぶ
天
気
雨　
　
　
　
　
　
　

北　
　

千
鶴

百
足
虫
打
つ
百
足
虫
の
罪
を
問
い
つ
つ
も　

平
野
た
か
子

夏
草
や
切
る
音
溢
れ
今
朝
も
又　
　
　
　
　

宅
野　

晴
美

〈
短
歌
〉

石
垣
に
夫
植
ゑ
た
り
し
球
根
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淡
き
桃
色
の
夏
水
仙　
　

千　
　
　
　

広
報
き
よ
ら
の
「
町
民
文
芸
」
に
掲
載
す
る
俳
句
・
短
歌
・
肥
後
狂
句
な
ど
多
く
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
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自
殺
や
精
神
疾
患
に
つ
い
て
の
正
し

い
知
識
の
普
及
を
図
る
と
と
も
に
、
こ

れ
ら
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
す
た
め
、

９
月
10
日
～
16
日
は「
自
殺
予
防
週
間
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
が
重
な
る
と
、
誰

で
も
「
心
が
苦
し
い
」「
生
き
る
の
が
つ

ら
い
」
と
い
っ
た
気
持
ち
に
な
る
も
の

で
す
。
相
談
す
る
こ
と
で
少
し
ほ
っ
と

す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
悩
み
が
あ
る

と
き
、
困
っ
て
い
る
と
き
は
、
一
人
で
抱

え
ず
に
誰
か
に
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

生
き
る
の
が
し
ん
ど
い
と
感
じ
た

時
に
か
く

れ
ら
れ
る

ウ
ェ
ブ
空

間
が
あ
り

ま
す
。（
子

ど
も
・
若

者
向
け
）

　

匿
名
・
無
料
で
24

時
間
い
つ
で
も
利
用

可
能
で
す
。

↑
こ
こ
か
ら
入
れ
ま
す

あ
な
た
と
あ
な
た
の
周
り
の
人
は
、 

ア
ル
コ
ー
ル
と
上
手
に
付
き
合
え
て

い
ま
す
か
？

　

過
度
な
飲
酒
は
心
理
的
視
野
が
狭
ま

り
、衝
動
性
や
攻
撃
性
が
高
ま
る
た
め
、

自
殺
の
リ
ス
ク
が
増
大
し
ま
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
非
常
に
依
存
性
が
強

い
た
め
、「
自
分
は
お
酒
が
好
き
な
だ

け
」
と
思
っ
て
大
量
の
お
酒
を
飲
み
続

け
て
い
る
と
、
気
付
い
た
ら
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
を
放
置
す
る
と
…

　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
を
放
置
す
る

と
、
肝
臓
に
障
害
が
生
じ
る
の
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
。肝
臓
だ
け
で
な
く
、

脳
・
心
臓
・
腎
臓
に
も
障
害
が
生
じ
、

生
活
習
慣
病
や
が
ん
の
発
症
と
も
強
く

関
連
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
精
神
面
で
も
、
う
つ
病
や
睡
眠

障
害
の
原
因
に
な
っ
た
り
、
家
族
関
係

や
社
会
生
活
に
負
の
影
響
が
出
た
り
し

ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
生
じ
る
ア

ル
コ
ー
ル
依
存
症
で
す
が
、
患
者
数
が

１
１
０
万
人
以
上
と
言
わ
れ
て
い
る
な

か
で
、
十
分
な
治
療
を
受
け
て
い
る
の

は
ご
く
一
部
で
す
。

お
酒
の
飲
み
方
に
つ
い
て
心
当
た
り

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

□
飲
酒
量
を
減
ら
さ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
感
じ
た
こ
と
が
あ
る

□
他
人
が
あ
な
た
の
飲
酒
を
非
難
す

る
こ
と
で
気
に
障
っ
た
こ
と
が
あ

る
□
自
分
の
飲
酒
に
つ
い
て
悪
い
・
申

し
訳
な
い
と
感
じ
た
こ
と
が
あ
る

□
神
経
を
落
ち
着
か
せ
た
り
、
二
日

酔
い
を
治
す
た
め
に
「
迎
え
酒
」

を
し
た
こ
と
が
あ
る

　

２
つ
以
上
に
当
て
は
ま
っ
た
ら
、
ア

ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
疑
い
が
あ
り
ま

す
。
飲
み
過
ぎ
赤
信
号
が
灯
る
前
に
、

お
酒
と
の
上
手
な
付
き
合
い
方
を
身
に

付
け
ま
し
ょ
う
。

わ
た
し
が
、
あ
の
人
が
「
依
存
症
か

も
」
と
思
っ
た
ら
…

　

依
存
の
程
度
が
進
む
と
、
身
近
な
人

と
の
関
係
が
悪
化
し
や
す
く
な
り
、
孤

立
し
た
本
人
は
ま
す
ま
す
強
い
依
存
状

態
に
陥
り
が
ち
で
す
。
ま
ず
は
相
談
を

し
ま
し
ょ
う
。
秘
密
を
守
っ
て
相
談
に

乗
っ
て
く
れ
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。

・
熊
本
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
８
６
）１
１
６
６

・
熊
本
県
断
酒
の
会

☎
０
９
６
４（
２
３
）２
７
７
３

・
断
酒
会
家
族
会
み
の
り

☎
０
９
６
４（
２
３
）２
７
７
３

・
Ａ
Ａ
（
県
内
７
グ
ル
ー
プ
が
活
動
）

保
健
師
だ
よ
り

お問い合わせ先
町民課
保健衛生係
☎0967-42-1113

【電話相談】 連絡先 受付時間

熊本県精神保健福祉センター ☎ 096-386-1166 午前 9 時～午後 4 時 月～金（祝日・年末除く）

熊本いのちの電話 ☎ 096-353-4343 年中無休、24 時間

熊本こころの電話 ☎ 096-285-6688 年中無休、午前 11 時～午後 6 時半

よりそいホットライン ☎ 0120-279-338 年中無休、24 時間

【SNS・チャット相談】 連絡先 受付時間

生きづらぴっと　 月・金		  午前 6 時～午後 10 時

よりそいチャット 月・金以外	 午前 8 時～午後 10 時

こころの悩み相談＠熊本県 月・木・金	 午後 6 時～午後 10 時
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９
月
30
日
は
固
定
資
産
税
・
国
民
健
康

保
険
税
の
納
期
限
で
す

　

固
定
資
産
税
（
第
３
期
）
と
国
民
健
康

保
険
税
（
第
４
期
）
の
納
期
限
は
、
９
月

30
日
で
す
。
納
付
書
が
届
き
ま
し
た
ら
、

期
限
内
に
お
支
払
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
９
月
30

日
に
引
き
落
と
し
と
な
り
ま
す
の
で
、
口

座
残
高
の
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
口
座
振
替
の
登
録
や
口
座
の
変

更
に
は
、
金
融
機
関
で
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。

　

詳
し
く
は
、
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

不
動
産
を
相
続
し
た
ら
登
記
の
手
続
き

を
！

　

２
０
２
４
年
４
月
か
ら
、
不
動
産
を

相
続
し
た
際
の
相
続
登
記
が
義
務
化
さ
れ

ま
し
た
。
相
続
で
取
得
し
た
こ
と
を
知
っ

た
日
か
ら
３
年
以
内
に
登
記
申
請
を
行
わ

な
け
れ
ば
、
10
万
円
以
下
の
過
料
が
科
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
相
続
登
記
を

行
う
こ
と
で
不
動
産
の
権
利
関
係
が
明
確

に
な
り
、
将
来
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
こ
と

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
相
続
さ
れ
た
方
は
、

で
き
る
だ
け
早
め
に
登
記
手
続
き
を
行
い

ま
し
ょ
う
。
ご
不
明
な
点
は
法
務
局
や
専

門
家
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

阿
蘇
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
阿
蘇
税
務
署
　
※
自
動
音
声
案
内

☎
０
９
６
７（
２
２
）０
５
５
１

国
税
に
関
す
る
ご
相
談
は
、「
税
務
職
員

ふ
た
ば
」
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

国
税
庁
で
は
、
国
税
に
関
す
る
疑
問
や

ご
相
談
に
、
人
工
知
能
（
AI
）
を
活
用
し

て
自
動
で
お
答
え
す
る
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト

「
税
務
職
員
ふ
た
ば
」
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
年
末
調
整
、
所
得
税
・
消
費
税
の
確

定
申
告
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
な
ど
、
個
人

の
方
の
税
務
手
続
に
関
す
る
幅
広
い
内
容

に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
チ
ャ
ッ
ト

ボ
ッ
ト
」
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
、
メ

ニ
ュ
ー
か
ら
選
ぶ
か
、
相
談
内
容
を
文
字

で
入
力
す
る
こ
と
で
、
AI
が
適
切
な
回
答

を
自
動
で
ご
案
内
し
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
、
土
日
・
夜
間
を

含
む
24
時
間
い
つ
で
も
可
能
で
す
。

　

税
務
署
に
行
か
ず
に
、
自
宅
か
ら
気
軽

に
相
談
で
き
る
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。税

務
職
員
ふ
た
ば　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間
・
納
付

猶
予
期
間
が
あ
る
方
へ

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全
額
免

除
・
一
部
免
除
・
法
定
免
除
）、
納
付
猶
予
、

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た
期

間
が
あ
る
場
合
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た

方
と
比
べ
、
老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら

受
け
ら
れ
る
年
金
）
の
受
け
取
り
額
が
少

な
く
な
り
ま
す
。

　

将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
増
や
す
た
め

に
、
免
除
等
の
承
認
を
受
け
た
期
間
の
保

険
料
に
つ
い
て
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば

遡
っ
て
納
め
る
（
追
納
）
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

た
だ
し
、
免
除
等
の
承
認
を
受
け
ら
れ

た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度

目
以
降
の
追
納
の
場
合
、
当
時
の
保
険
料

に
加
算
額
が
つ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
納
付
書
で
の
納
付
と
な
り
、
口

座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
払
い
は
で
き
ま
せ

ん
。

◎
注
意
点

・
一
部
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、
納
付
す

べ
き
保
険
料
が
納
付
さ
れ
て
い
な
け
れ

ば
追
納
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
て

い
る
方
は
追
納
で
き
ま
せ
ん
。

・
追
納
は
、
古
い
月
の
保
険
料
か
ら
の
納

付
に
な
り
ま
す
。

出
張
年
金
相
談（
予
約
制
）を

　
　
　
　
　
　
　
　

開
催
し
て
い
ま
す

　

年
金
事
務
所
の
職
員
に
よ
る
出
張
年
金

相
談
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。

　

年
金
加
入
履
歴
の
確
認
や
年
金
の
請
求

な
ど
、
年
金
に
つ
い
て
の
各
種
相
談
や
手

続
き
が
で
き
ま
す
。相
談
は
予
約
制
で
す
。

■
開
催
日　

10
月
３
日（
金
）

　
　
　
　
　

11
月
７
日（
金
）

　
　
　
　
　

12
月
５
日（
金
）

■
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所　

お
ぐ
に
町
民
セ
ン
タ
ー

　

お
ぐ
に
町
民
セ
ン
タ
ー
で
予
約
が
出
来

な
か
っ
た
場
合
は
、
近
隣
市
町
村
会
場
で

の
相
談
も
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

◎
近
隣
市
町
村
会
場

・
一
の
宮
保
健
セ
ン
タ
ー

・
阿
蘇
市
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

※
開
催
日
は
ご
確
認
く
だ
さ
い

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
０
９
６（
３
６
７
）２
５
０
３

※
ご
予
約
の
際
は
、
基
礎
年
金
番
号
が
分

か
る
も
の
を
お
手
元
に
ご
用
意
下
さ
い
。

税

お問い合わせ先
税務課
税務係
☎0967-42-1118

年
金

お問い合わせ先
町民課
戸籍住民係
☎0967-42-1113
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「
電
話
で
『
お
金
』
詐
欺
」
の

「
電
話
で
『
お
金
』
詐
欺
」
の被

害
防
止

被
害
防
止

　

県
内
で
は
、「
電
話
で
『
お
金
』
詐
欺
」

に
よ
る
被
害
が
引
き
続
き
発
生
し
て
お

り
、
電
話
で
犯
人
か
ら
の
電
話
を
受
け
た

り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
被
害
に
遭
う
ケ
ー

ス
も
増
え
て
い
ま
す
。

【
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
】

　

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
や
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ

リ
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
き
っ
か
け
に
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
な
ど
に
誘
導
し
、
非
対
面
で
相
手
に
恋

愛
感
情
を
抱
か
せ
、
お
金
を
だ
ま
し
取
る

手
口
で
す
。

　

相
手
を
だ
ま
す
た
め
に
素
性
や
目
的
を

偽
る
者
も
い
ま
す
。
容
易
に
会
え
な
い
口

実
に
す
る
た
め
に
外
国
人
や
海
外
居
住
者

を
装
い
、
将
来
の
た
め
の
資
金
を
増
や
そ

う
と
持
ち
か
け
、
投
資
サ
イ
ト
を
紹
介
す

る
こ
と
も
。

【
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
詐
欺
】

　

投
資
家
や
著
名
人
等
を
装
う
ニ
セ
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
広
告
等
で
投
資
を
呼
び
か
け
て
投
資

詐
欺
サ
イ
ト
に
誘
導
し
、
グ
ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
等
に
招
待
し
、「
優
良
な
投
資
情
報
」

だ
と
信
じ
さ
せ
て
投
資
を
勧
め
、
お
金
を

だ
ま
し
取
る
手
口
で
す
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
は
、
詐
欺
の
投
資
グ
ル
ー
プ

が
存
在
し
ま
す
。
著
名
人
だ
と
信
用
さ
せ

る
た
め
に
Ａ
Ｉ
技
術
な
ど
で
本
人
そ
っ
く

り
に
作
っ
た
ボ
イ
ス
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ

て
く
る
こ
と
も
。

◇
相
手
の
言
う
ま
ま

お
金
を
振
り
込
ま
な
い
！

◆
個
人
名
義
の
口
座
に
は
絶
対
に
振
り
込

ま
な
い
！

◇
仕
組
み
の
不
明
な
投
資
は
し
な
い
！

◆
不
安
を
感
じ
た
り
「
詐
欺
か
も
？
」
と

思
っ
た
ら
、
迷
わ
ず
相
談
を
！

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
な
小
国
郷
＊

９
月
９
日
は
救
急
の
日
！

９
月
９
日
は
救
急
の
日
！

　

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」
で
す
。
こ

れ
は
救
急
医
療
の
大
切
さ
を
広
く
知
っ
て

い
た
だ
き
、
い
ざ
と
い
う
時
に
適
切
な
対

応
が
で
き
る
よ
う
呼
び
か
け
る
日
と
し
て

制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

突
然
の
け
が
や
病
気
は
、
誰
に
で
も
起

こ
り
え
ま
す
。
大
切
な
こ
と
は
、
慌
て
な

い
こ
と
で
す
。
特
に
１
１
９
番
通
報
時
に

は
、
状
況
を
的
確
に
伝
え
る
こ
と
が
救
急

隊
の
迅
速
で
適
切
な
対
応
に
つ
な
が
り
ま

す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
１
１
９
番
通
報
時

の
質
問
の
一
例
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

①　

火
事
か
救
急
か

　

②　

救
急
車
が
必
要
な
場
所

　

③　

誰
が
ど
う
し
た
か

　

④　

本
人
の
病
歴

　

⑤　

か
か
り
つ
け
病
院　

等

こ
ん
な
と
き
は
迷
わ
ず
１
１
９
番

こ
ん
な
と
き
は
迷
わ
ず
１
１
９
番

・
意
識
が
な
い
、
ま
た
は
反
応
が
鈍
い

・
呼
吸
が
止
ま
っ
て
い
る
、
何
か
を
喉
に

詰
ま
ら
せ
た

・
大
量
の
出
血
、
激
し
い
痛
み

・
交
通
事
故
や
転
落
、
火
傷
な
ど
の
大
き

な
ケ
ガ

　

ま
た
、
意
識
も
呼
吸
も
無
い
時
は
、
直

ち
に
心
肺
蘇
生
法
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

消

防

署

火災・
救急救助は
119 番
お問い合わせ先
北 部 分 署
☎0967-46-4411

地

域

安

全

事件・
事故は
110 番
お問い合わせ先
小国警察署
☎0967-46-2110
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小国公立病院ニュース
☎０９６７ー４６ー３１１１

おぐにサテライト診療所　～新しい体制で地域と共に～ おぐにサテライト診療所
社会福祉士　佐藤直美

　おぐにサテライト診療所は、地域の方々に支えられ、日々診療
を行ってまいりましたが、今年８月より新しい体制がスタートし
ました。
　まず当診療所の診察が片岡医師を中心に担当することになりま
した。片岡医師は、丁寧な診察と分かりやすい説明を心がけ、患
者様一人ひとりの思いを大切にした診療を行っています。病気の
ことだけでなく、日常生活の中で気になる体調や予防についても、
気軽に相談できる頼れる存在です。
　そして、8 月１日からおぐにサテライト診療所に社会福祉士の
佐藤直美が着任し、これまで、小国公立病院で入退院支援や外来、
医療 MaaS「柴三郎号」の橋渡し役として活動してきた経験を、
これからもおぐにサテライト診療所で、医療 MaaS「柴三郎号」
を中心に、経験を活かし医療面だけではなく生活や福祉のことも
含めて、小国郷で安心して暮らし続けるためのお手伝いをしてい
きます。
　たとえば、「柴三郎号を利用したいけどどうやったら利用できるの？」「介護保険のサービス
は？」「阿蘇地域にはどんな施設があるの？」など、お気軽にご相談ください。
　また看護師や事務職員におきましても、経験豊富な頼れる人材です。それぞれスタッフの専
門性を活かしながら連携し、一人でも多くの患者様がおぐにサテライト診療所に来てよかった
と思って頂ける、温かい、優しい環境づくりを目指していきます。
　これからも地域の皆さまと共に歩み、小国郷の皆さまが健康で笑顔あふれる暮らしを支えて
まいります。
　そして一人でも多くの方に、病院、診療所を応援して頂けるファンが増えるように努めてま
いります。
　どうぞお気軽にご利用ください。

【診療案内】
・診 療 日：月曜日～金曜日（月曜日午後休診）
・診療時間：午前の診療　予約制　月曜日～金曜日 ９：００～１２：００

午後の診察　受付順　火曜日、水曜日、金曜日 １５：００～１７：００（受付終了１６：５０）
　　　　　　　　　　木曜日 １６：００～１８：００（受付終了１７：５０）

・予約・お問い合わせ先：電話０９６７－３２－８０１０

公式 LINE に“お友達登録”をお願いいたします！！
　ご登録いただくと、診療時間の変更やワクチン接種のご案内など、大切な情報
をタイミングよくお届けできます。
　QR コードから簡単にご登録いただけますので、ぜひご活用ください。

調剤薬局　休日開局当番表（9/13㈯～10/5㈰）
9/13㈯ 9/14㈰ 9/15㈷ 9/20㈯ 9/21㈰ 9/23㈷ 9/27㈯ 9/28㈰ 10/4㈯ 10/5㈰

小国調剤薬局 9～13時 - - 9～13時 - - 9～13時 - 9～13時
ﾌｧｰｺｽ薬局 ゆう - 9～13時 - - 9～13時 - - 9～13時 9～13時

きよらのさと薬局 9～12時 - - 9～12時 - - 9～12時 - 9～12時
小国調剤薬局☎ 0967-46-5736　　ﾌｧｰｺｽ薬局 ゆう☎ 0967-46-6320　　きよらのさと薬局☎ 0967-42-0284

出品車両情報
日野レンジャー（水槽付きポンプ自動車）

● 平成１５年３月登録

● 走行距離　１０１，０４３ｋｍ

 ・車検なし　・現状渡し

公売スケジュール
申込期間　令和７年９月１日（月）～９月１７日（水）

入札日時　令和７年９月２５日（木）　午後１０時

入札場所　阿蘇広域行政事務組合消防本部
　　　　　２階多目的ホール

■お申込み・お問い合わせ先

阿蘇広域行政事務組合消防本部　総務課
☎ 0967 - 34 - 0215
ホームページでも詳細をご確認できます。

【入札参加者募集】

消防車売ります

阿蘇広域行政事務組合 HP ▼

　阿蘇広域行政事務組合消防本部では、
以下のとおり消防車両の公売を実施します。
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木材市況情報
阿蘇森林組合　南小国共販所　【第５６３回市（８月８日開催）】

単位：円 /㎥

【杉丸太】 一般材
（直材）

一般材
（小曲材）

一般材
（大曲材）

4ｍ

4～9㎝ 200（本売）

10～13㎝ 520（本売） 480（本売）

14～16㎝ 15,600 13,400 10,000

18～22㎝ 13,500 12,400 10,500

24～28㎝ 13,600 12,300 11,000

30㎝上 13,800 12,000 10,500

3ｍ

4～9㎝ 100（本売）

10～13㎝ 300（本売）

14～16㎝ 13,000 10,800

18～22㎝ 12,900 11,000

24～28㎝ 13,400 8,000

30㎝上

【桧丸太】 一般材
（直材）

一般材
（小曲材）

一般材
（大曲材）

4ｍ

9～10㎝ 200（本売）

10～13㎝ 520（本売） 480（本売）

14～16㎝ 15,000

18～22㎝ 19,000 15,000

24～28㎝ 19,200 15,000

30～38㎝

40㎝上

【出荷材】 売上材積
（㎥）

売上金額
（円）

平均単価
（円）

杉 1,484.000 16,649,682 11,219

桧 40.761 699,999 17,173

杉、桧 44.833 374,604 8,356

合　計 1,569.594 17,724,285 11,292

出品車両情報
日野レンジャー（水槽付きポンプ自動車）

● 平成１５年３月登録

● 走行距離　１０１，０４３ｋｍ

 ・車検なし　・現状渡し

公売スケジュール
申込期間　令和７年９月１日（月）～９月１７日（水）

入札日時　令和７年９月２５日（木）　午後１０時

入札場所　阿蘇広域行政事務組合消防本部
　　　　　２階多目的ホール

■お申込み・お問い合わせ先

阿蘇広域行政事務組合消防本部　総務課
☎ 0967 - 34 - 0215
ホームページでも詳細をご確認できます。

【入札参加者募集】

消防車売ります

阿蘇広域行政事務組合 HP ▼

　阿蘇広域行政事務組合消防本部では、
以下のとおり消防車両の公売を実施します。
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　　　　　　　  オリジナルＴシャツが届かない
　　　   　　　　    　  トラブルにご注意！

イベント行事等、オリジナルでＴシャツなど
のグッズを作る機会が増える時期、「イベント当
日までにオリジナルＴシャツが届かなかった。」
といった相談が全国の消費生活センターに寄せ
られています。

トラブルの未然防止のため、注文前に住所・
連絡先キャンセル条件・発送予定日・著作権等
を確認し、余裕をもって注文しましょう。

■お問い合わせ先
南小国町消費生活相談窓口または
熊本県消費生活センター
☎ 096 － 383 － 0999
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　　　　　　　　　　　　社協へのご寄附のお礼

　故人の香典返しとして、多額のご寄附をいただきました。
心よりお礼申し上げますとともに故人のご冥福をお祈りいたします。

佐藤   健介　様    鬼渕　　　（故）  秀喜 様
井　   恵子　様    星和 　（故）    聖富 様
 （令和 7 年 7 月 24 日までの受付分）　

また、一般寄附として、次の方より多額のご寄附を賜りました。
立脇　良基　様　白川　・　立脇　由紀　様　白川　

皆さまのお志に添いますよう有意義に活用させていただきます。
誠にありがとうございました。　　南小国町社会福祉協議会

令和 7 年 10 月 町民カレンダー　

■消費生活相談
日時 : 毎週火曜・木曜　午前 9 時〜午後 4 時
毎週火曜日 小国町 / 毎週木曜日 南小国町
総務課　☎ 0967－42－1112
■就職相談　ジョブカフェ・阿蘇ブランチ
日時 :15 日（水）　午後１時 30 分〜午後 4 時
場所 : 役場会議室　ジョブカフェ・阿蘇ブランチ
☎ 0967－22－8178

■出張年金相談（※要予約）
日時 :3 日（金）　午前 10 時〜午後 3 時
場所 : おぐに町民センター
熊本東年金事務所　☎ 096－367－2503

■さくら荘カフェ
日時 :17 日（金）午後 1 時 30 分〜
場所 : さくら荘

■乳児健診
日時 :1 日（水）午後 1 時 15 分〜
場所 : おぐに町民センター

■ 3 歳児健診
日時 :16 日（木）午後 1 時 15 分〜
場所 : おぐに町民センター

寄　附

休日在宅医

いつまでもお幸せに

佐藤  大夢・荒井  智子　白川

●予定が変更になることがありますので、受診される前に必ず、
医療機関に電話でご確認ください。
●受診される場合は、必ずマイナンバーカード又は保険証を持
参してください。保険証がない場合は、実費診療になります。

日付 当番科目 医療機関名 電話番号

9/14（日）〜

9/28（日）
内科・外科・整形外科 小国公立病院 0967-46-3111

9/14（日） 内科・消化器科・小児科 古閑医院 0967-22-3000

9/15（月） 内科・整形外科 大阿蘇病院 0967-22-2111

9/21（日） 内科・外科 阿蘇温泉病院 0967-32-0881

9/23（火） 内科・眼科 小野主生医院 0967-32-0039

9/28（日） 内科・外科 問端医院 0967-32-0102

戸籍の窓

町の人口（7 月末現在）

世帯数　 1,909 戸

　男　　 1,796 人

　女　　 1,980 人

　計　　 3,776 人

（+7）
〈+32〉
（0）
〈-29〉
（+8）  
〈-34〉
（+8）
〈-63〉

※（ ）は前月比、〈 〉は前年同月比

※掲載を希望された人のみ掲載（敬称略）

4 コマ

　　　　　　　　　　　行政書士無料相談

■相談内容
①各種許認可・登録に関すること。

（建設業・農地転用・車両登録・在留資格など）
②会社・医療法人・公益法人等の法人設立に関
すること。
③遺言・相続に関すること。
④内容証明書・契約書の作成に関すること。

＜無料電話相談＞
■電話番号
☎ 096 － 385 － 7301
■日時
10 月 1 日（水）　午前 10 時〜午後 4 時まで

＜街頭無料相談（直接面談）＞
■日時
10 月 15 日（水）・16 日（木）
午後 10 時〜午後 4 時まで
■場所
熊本市中央区手取本町 6 番 1 号
鶴屋百貨店 本館７階 レストランアベニューレス
トスペース

■お問い合わせ先
熊本県行政書士会　☎ 096 － 385 － 7300

　　　　       「ごみ処理手数料」改定のお知らせ

　本年 10 月 1 日（水）から、家庭ごみを「滝
美園クリーンセンター」等に直接搬入する際の
手数料を改定します。皆様のご理解とご協力を
お願いします。

■改定料金
10 ｋｇまで 100 円（税込）

（以降 10 ｋｇ毎に 100 円加算）
※重量は各施設の計量器で表示された重量にな
ります。

■注意点
※本年 10 月 1 日以降は、指定ごみ袋でない透明、
半透明の袋（中身が確認できるもの）で直接搬
入可能です。ただし、これまでと同様にごみの
分別は必要です。
※「指定ごみ袋」で搬入する場合も改定後の料
金を徴収します。
※分別ができていないごみは、お持ち帰りいた
だきます。
※ごみステーションに出す際は、これまでと同
様に必ず「指定ごみ袋」を使用してください。

お知らせお知らせ

　　　　　　  定期法律相談のお知らせ

　桜樹法律事務所の弁護士による法律相談を開
催します。相談をご希望の方は、お早めにお電
話にてご予約ください。相談は無料です。

■日時
9 月 19 日（金 )　午後 1 時 30 分〜
■場所
南小国町役場　会議室

■お問い合わせ先
町民課　戸籍住民係
☎ 0967 － 42 － 1113
※役場の定期法律相談は、毎奇数月（1，3，5，7，
9，11 月）の年計 6 回を予定しております。

お知らせ
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皆さまのお志に添いますよう有意義に活用させていただきます。
誠にありがとうございました。　　南小国町社会福祉協議会
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■消費生活相談
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場所 : 役場会議室　ジョブカフェ・阿蘇ブランチ
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催します。相談をご希望の方は、お早めにお電
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お誕生日おめでとう！
ハイハイで階段を登って行く姿は

逞しいです。これからも沢山の事に
挑戦して行こうね！

北川 寛大 くん

父 魚彦さん 母 美里さん

※希望者のみ掲載

▲田の原盆踊り▲オール 3 班夏祭り▲扇盆踊り

▲SMALL SUMMER FESTIVAL ▲馬場夏祭り ▲波居原夏祭り

06.08.22 生まれ 新町 2

河津 綾之助 くん
かわづ     あやのすけ

綾くん誕生日おめでとう！
にぃに、ねぇねと仲良く元気に

大きくなってね！いつもニコニコな
綾之助が大好きだよ (*'▽'*)

充輝さん 遥さん父 母

06.08.16 生まれ 荒倉




